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    「Kindleの十大発明」後記
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「Kindle以後10年」の第1部をようやく脱稿した。最初に「Web時代の出版とKindleの十大発明」から仕上げることにしたのは、それが何よりもかつて存在したことのない複雑精巧な「ビジネスモデル」であり、そうしたものとして理解できないと、アマゾンも（本題である）これからの出版も理解できないと考えたからである。

ビジネスモデルから理解するKindle

アマゾンは21世紀の「ビジネスモデル」の元祖として知られている。とはいえ、「ビジネス」も「モデル」も一般的に使われる言葉なので、この複合語もコンテクストを無視して様々に（つまり無意味に）使われ、通用してしまっている。そこに「出版」が加わることで、さらに輪をかけることは不可避だが、Kindleを理解するには、それがビジネスとITの融合の特異な形態、再生産可能なモデルであることを語らないわけにはいかなかった。いくらかでも成功し、共有できたとすればそれほど嬉しいことはない。

筆者がKindleに注目したのは、10年前に米国で初めて見た時だが、最初からそれがなにか巨大なものの一部のような印象を受けた。以来、その現象と事実を観察し分析してきたことは、読者も周知のことだ。Kindleの様々な側面を「十大発明」として要約し、それらを一貫する原理＝モデルを明らかにすることで、筆者は最初の仮説を得られると考えた。Kindleは人間のコミュニケーション活動にフォーカスしており、とくに書籍の出版は、アマゾンという企業の特殊な多重構造から成るビジネスの最深部に位置している。なぜ本なのか、なぜ出版なのか、なぜアマゾンが…。無数の疑問と格闘した結果が本書だ。

筆者がうまく説明できる自信はないが、「十大発明」をセットにすることで読む人に理解される可能性が上がることは確かだ。それがKindleの例外的な成功の最大の理由であり、21世紀の出版の方向性を決定したと筆者は考えている。「十大発明」はダ・ヴィンチの発明のスケッチのように、それぞれが複合的意味を持ったモデルであり、設計とシミュレーションを繰返しながら生まれている。それらを理解し、評価することなしに今世紀の出版は生まれないだろう。◆ (鎌田、04/26/2018)

★発売はKindleストアにて4月26日から。


アマゾン戦略は「中国」で通用するか (♥)
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中国アマゾンは4月17日、同国のプライム会員を対象としたPrime Reading を開始すると発表した。500点以上のタイトルを読み放題とするもので、ベストセラーが数点と一部の人気雑誌が含まれている。これは「本」を基点とするアマゾン本来の戦略を、機会もリスクも世界最大である市場で本格的に起動することを意味する。

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

プライム・リーディングを起動



チャンスもリスクも世界一


ドイツ攻略でKoboが躍進
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楽天は、2017年のKoboの全世界売上げが前年比で60%増加したことを明らかにした。これは昨年、ドイツのTolinoを買収したことによる。それを除いた売上増がどの程度かは明らかでないが、堅実な増加を示している。成長分野のオーディオブックを加え、定額制の Kobo Plusを開始したことで、「ナンバー3」の座は固めたと思われる。

Tolino は、大陸欧州の中ではE-Bookの普及が進んでいるドイツ語圏でアマゾンに次ぐシェアを維持していたので、売上が一気に上昇したことは驚くに当たらない。これまでグローバルなサービスではアマゾンが先を行き、B&Nは放棄するなかで、仏語圏のKoboが健闘している程度だったが、さらに独語圏に足場を築いた意味は大きい。
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Koboは昨年4月に、モバイルを使った「デジタルバンドリング」の米国 Shelfie社を買収したが、これまでアマゾンだけがやっていた印刷本とE-Bookとのバンドリングとを拡大させることが期待される。オーディオブックとのバンドリングもスムーズになるだろう。

図書館E-BookサービスのOverDriveの貸出数は、前年比で17.5%の増加と、これも着実な伸びを見せている。楽天のE-Bookビジネスは堅実だ。◆ (鎌田、04/24/2018)
「Z世代」は本を読むか
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国際的なオンライン市場調査会社YouGovは、米国の8-17歳人口（ミレニアル世代）を対象に日常的なタブレットの利用動向を調査した結果を発表した。65%が自分のデバイスを保有して読書にも使い、動画や音楽と並んでE-Bookの利用も増えている。コンピュータが読書と読書能力の向上に貢献すれば、AIによる脅威がそれだけ減ることになる。

タブレットは普及、問題は使い方

YouGovは、英国に本社を置く市場調査会社だが、オンラインながら人口統計学的な補正手法で評価を得ている。米国で「Z世代」と呼ばれる8-17歳を対象にした今回の調査では、8-11歳、12-14歳、15-17歳の3つの（以下便宜的に低中高とする）年齢階層に分けて傾向を見ている。日常的使用の比率が最も多いのは｢低｣年齢層 (74%)で、｢中｣年齢層 (67%)、｢高｣年齢層 (52%)で、年齢が低いほど高い。日常的に使用する層では機器保有率が8割あまりで、｢高｣年齢層では90%。4分の1は両親や家族と共用。

日常的に使うことの中に「読書」が38%もいることに驚かされる（37、44、31%）。教育アプリの使用（37、26、20%）と併せて考えると、学校教育でのタブレット利用と関係があるものと考えられる。読書では、47%がタブレットよりは印刷本が好きと答えているものの、「タブレットが好き」という子供も21%いる。「どちらでも同じ」という”常識派”も27%。デバイスでは、iPad、Kindle Fireと並んで LeapFrog Epic というのがあるが、これは子供用タブレット。

タブレット上での「読書行動」は、一般的な読書行動の傾向を知るには不十分だが、タブレットの普及率から考えれば意味はある。Pew Centerによると、米国の読書人口は4分の3、日本は半分を切ると言われる。「先進国」としてはかなり厳しいところだろう。印刷物だけでここまで低下した読書量を1980年代の水準に戻すにはモバイルに頼るしかないだろう。米国で若い層にデジタル読書が普及しているのは正常だ。



コンピュータに「読書」を任せれば仕事を失う

8-17歳は読書教育の上では重要な年齢で、あらゆる方法で読書の機会を提供する（読まない理由を減らす）よう努力することが教育・出版関係者の義務である。というのは、コンピュータの言語能力が急速に向上したことで、言語は平均的人間にしか期待できない能力ではなくなり、それによって人間の「職と市場」が脅かされているからだ。

読書の水準の向上はその昔の出版人たちが心を砕いてきたことだった。というのは、農業が土地の生産力に依存するように、出版は社会の知的生産力に依存し、社会の言語能力の衰退を放置すれば出版にとっての耕地は縮小するからだ。少なくとも「無読率」が50%を超えると出版は平均的日本人の主要な知識情報メディアではなくなり、読解力を要するコミュニケーションは使えなくなる。活字離れ（文字離れ）という言葉は、出版人が軽々しく口にできることではない。◆ (鎌田、04/26/2018)


漂流する「データ」は何を語る?
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NPD社は、2017年の PubTrack Digital (PTD)のデータを発表し、米国の出版社によるE-Bookの売上が前年の14%に続いて10%ダウンしたことを伝えた。これは大手5社を含む450社のみをカバーしたもので、AAP加盟の1.300社と比べても少ない。NPDのサービスはNielsenから継承したものだが、市場の捕捉率は半分を切っていると思われる。

分裂する市場と錯綜するデータ

NPDは、BookScanの印刷本データとPTD-2018を合計して450社の「デジタル比率」を19%と計算し、2016年の21%から2ポイント下落した。フィクションのデジタル比率はなお44%だが、前年より14%減少して1億800万冊となった。逆にノンフィクションは3%増えて3,800万冊（シェア12%)。

米国の出版市場統計は流氷の海のようなもので、かつては最大規模を示していた在来出版社の市場がどんどん縮小し、そこから読み取れるものは氷塊の状況でしかない。ニールセン時代のPTD-2015 は2014年の売上げを2億2,300万冊ていたが、2016年が1億8,000万、2017年が1億6,200万となった。この数字はほとんど産業統計として用をなさないレベルと言うしかない。Data Guyの推定データはもちろん、出版社の業績に見る数字でも、E-Bookの「衰退」に対応するデータはないからである。AAP1,000社以上をカバーするBISGのBookStatsや、オンライン・アナリティクスによるData Guyのデータなどを総合してみる以外にないだろう。

Amazon.com以来20年、Kindle以後10年で米国の出版市場は一変した。オンラインが印刷本の6割あまり、デジタルのすべてを販売してエコシステムの頂点に立ち、E-Bookではインディーズが半分を占めるという状況で、もはや伝統的な「出版統計」は意味をなさない。南の海を浮遊する氷塊の寿命は長くないからだ。◆ (鎌田、04/26/2018)
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